
令和１年度おいでん・さんそんセンター事業実績 

 

■移住相談 ※2 月はあいちの山里移住・仕事相談会を含む 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月 合計 

3 件 0 件 2 件 3 件 1 件 1 件 0 件 2 件 0 件 0 件 2 件 3 件 17 件 

■移住受入れスタートガイドなどを活用した啓発（出前講座） 

・地域が主体的に移住者を受入れる取組を後押しするため、出前講座を実施 

 主な地域名 参加人数 実施日 

１ 小原地域会議・区長 16 人 5/7 

2 菜の花学習会（まちなか） 30 人 5/11 

3 御蔵自治区（足助） 50 人 6/30 

4 足助地域会議 22 人 7/16 

5 下川口自治区（藤岡） 12 人 10/19 

6 豊松小学校区（松平） 50 人 11/24 

7 つくばを考える会 50 人 12/14 

計  230 人  

■空き家情報バンク制度の支援 

○小原の空き家を見においでんツアー（12/1）10 組 18 人 

○しきしま暮らしの参観日（2/2）12 組 26 人 

○小原地区、第 2 回空き家片付け大作戦（2/23）53 人 

○旭地区押井町、空き家片付け大作戦（2/24）約 70 人 

 

 

 

 

 

（１）総合窓口の運営 交流・連携に関する相談、受付、取次ぎ、調査等 

 

 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 ３月 合計 

来客 (人) 95 71 110 69 65 64 102 29 67 49 79 69 869 

相談 (件) 19 9 22 27 9 20 12 11 7 12 11 10 169 

 

（２）都市と山村のコーディネート 
交流に関する都市と山村の地域・企業・団体等との交渉・調

整・マッチング・実施支援 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４）都市山村交流促進に向けた情報発信 

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業等のみえる化） 

様々な媒体を活用し、センター及びセンターでつながる活動主体の取

組をＰＲ 

分類 マッチング名 地域 概要(合計 51 件 885人） 
交流 

人数 

企業・労組 

トヨタ自動車労組×桑原棚田 稲武 草刈り応援 40 

MtoM㈱×いくま元気ファーム 旭 農作業、納涼祭、収穫祭 200 

㈱エステム×つくラッセル 旭 防災イベント、地域や再活用 100 

SIP㈱マッチングツアー 旭 地域、空き家ツアー 5 

新明工業㈱×㈱山恵 足助 ジビエカーの開発研究 3 

㈱ワイズ×マルス建設㈱ 

 他計 17 件 494 人 
旭 空き家活用策 5 

大学・研究

機関 

台湾林業研究所視察ツアー 稲武他 里山研究ツアー 12 

アイシン高丘×里モビ互助会 旭 小型電気自動車活用 5 

早稲田大学インターン 旭 里山インターン 6 

中国教育研究所×住民 旭 山村教育 9 

恵那市三郷町視察ツアー 

他計 15 件 85 人 
山村部 まちづくり先進地ツアー 13 

農林・環

境体験 

笹戸×京町・梅坪河川愛護会 旭 草刈り応援 15 

あいちの山里体験ツアー 旭 押井営農組合 8 

小原地区子供会体験ツアー 

他計 5 件 150 人 
稲武 稲武観光協会 25 

まつり 

・イベント 

中京テレビ定住番組出演者 稲武 出演調整 5 

いこまハウス×守綱寺 旭 green maman 朝市出店 50 

JST・YDX 百年草 

他計 14 件 156 人 
足助 イベント開催調整 3 

（５）いなか暮らし総合窓口の設置

と運営 

市の定住支援策を一元的に紹介、コーディネートを行うとともに、 

民間活動団体等との連携により、生業や暮らしを支援 

（３）集落活動応援隊事業の運営 
共同作業の実施が困難な小規模高齢化集落にボランティアを派遣し、交流しな

がら集落活動を応援 

■集落応援隊の派遣：5 地域 6 回 のべ 34 人 

活動日 活動場所 応援隊 集落 活動内容 

6/16・9/14 岩下町（小原地区） 7 人・7 人 9 人・９人 集落道の草刈り作業 

6/30・10/20 市平町（旭地区） ―・ 4 人 ―・８人 雨天中止・集落道の草刈り作業 

7/6 三ツ久保（小原地区） 7 人 13 人 集落道の草刈り作業 

7/14 梨野町（下山地区） ― ― 雨天中止 

１0/14 旭八幡町（旭地区） 3 人 12 人 合社例祭にむけた環境整備、お祭り準備 

12/1 日下部町（旭地区） 6 人 20 人 梅まつりに向けた梅の木の選定作業 

 

 

 

 

 

 

≪マッチング実績≫  

企業・労組 21 件、大学・研究機関 15 件、農林・環境体験 5 件、まつり・イベント 1４件 計 51 件 

≪生業創出者数≫  

㈱三河の山里コミュニティーパワー・（一社）押井営農組合・旭の森助産院ほか  計 5件 

○主なマッチング事例  

 

■「おいでん・さんそん SHOW」の月１回発行。各支所・交流館、区長・地域会議委員、市内各施設等に配布 

■ホームページでの情報発信 

■インターネット・ソーシャルネットワークでの情報発信 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

HP アクセ数(件) 6,045 6,060 6,946 5,935 215 395 3,319 3,172 2,950 3,720 3,166 2,962 

Facebookいいね(件) 1,928 1,944 1,954 1,962 1,970 1,979 1,979 1,986 1,986 1,994 2,000 2,015 

 

 

 



令和１年度おいでん・さんそんセンター事業実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）山村地域移住プロモーション 山村地域への移住促進のため、移住者を受け入れの気運を作る 

平成 28 年の第 1 弾に続き、「空き家にあかりを！プロジェクト２」を実施。ポスター、ステッカーの制作、

新規企画「わたしとお家の明るいミライ」で映画上映会、講座を主催した。 

■いなか暮らし博覧会の開催 

本年度は期間を定めずに開催。「しっかり田舎で体験する私らしいくらし・しごと・あそび」をテーマにした 

8 つの体験プログラムを実施。コロナウィルス感染拡大防止の為に中止になったプログラムもあったが、イ

ベント型の「いなかとまちの文化祭」の来場者もあり、665 人の参加者があった。「山村の“ほんもの”の体験」

を提供。 

■いなかとまちのくるま座ミーティングの開催 

日時：令和２年２月 1 日（土） 会場：豊田商工会議所（夜なべ談義 kabo.18:00~）参加者：97 名 

○基調講演「地域が『ひとなる』とは？～辺境 隠岐島前高校からの挑戦～」  

講師：大野佳佑氏（島根県隠岐島前高校魅力化プロジェクト） 

〇パネルトーク 

①高山治朗さん（あさひ根っこの会）②鈴木辰吉さん（押井営農組合）③鈴木佳代さん（子育て耕縁会講師）

④篠崎郁恵さん（元豊森・ミライの職業訓練校，津具で地域づくり）⑤戸田友介さん(ミライの職業訓練校世話

人) ●コメンテーター：大野佳佑氏／コーディネーター：澁澤寿一氏（豊森なりわい塾実行委員長） 

〇くるま談義 

興味のあるパネリストを囲み、パネルトークの内容をより深堀りするグループトークを行った。 

■イベント出展など＜平成 31 年度出展実績＞ 

・10/26 映画「エンディングノート」上映会@小原交流館（64人） 

・10/27 映画「ぼけますから、よろしくお願いします。」上映会＠百年草（23人） 

・11/10 講座「長く暮らせる家と自分の健康づくり～時を重ねることに向き合う」＠百年草/小原交流館（27人） 

・12/8 講座「人生100年時代の片付け術～人生をより良くする整理法」＠百年草（25人） 

・10/26，27 耕Lifeマルシェ出展＠エコフルタウン 

（７）イベント、視察  まちといなかの交流事業、視察 

■いなかとまちの交流イベントの開催・協力 

・第 8 回いなかとまちの文化祭～こころを耕すくらしのマルシェ～ 

日程：11/17 参加者：約 500 人 

会場：とよしば（豊田市駅前 UFJ 跡地）、 

GAZA 南広場一部（あそべるとよたフレッシャーズ開催会場内） 

 テーマ：「風土を暮らしに活かす」～だれでもできる農林食住～ 

ステージ＆ワークショップ 

暮らしの提案者：てくてく農園/豊田市森林組合/森由紀夫氏/西村新氏（コーディネーター・進行：洲崎燈子氏

／鈴木辰吉）ほか、／山里ミュージシャンのライブ／山里合唱団こだまの合唱/あずりーくみなど 

こころを耕すくらしのマルシェ：豊田の農家の野菜や加工品、焼き菓子、五平餅等飲食物販売ほか 

■視察の受入れ 

・全国から 17 団体 138 人を受入れ（センター全体の取組や移住定住など） 

（８）人材育成 豊森なりわい塾（今年度より事務局） 

■第 9 期豊森なりわい塾 

 ・募集：4/7 募集説明会、4/16 第一次選考、4/20～22 第 2 次選考（面接）⇒28 名中 27 名が入塾 

・運営：（全 8 回講座）詳細は『豊森なりわい塾 第 9 期報告書』参照 

・運営会議：実務者レベル会議 計 12 回開催 、運営会議 計 4 回実施 、実行委員会総会 1 回実施 

・フィールドワーク協力地域：旭地区浅谷町、足助地区五反田・連谷町、下山地区羽布町 

■第 10 期豊森なりわい塾 

 ・準備：募集チラシ作成、2/1「くるま座」から配布し、ＨＰ、SNS、耕 Life で告知、プレスリリース 

■ミライの職業訓練校 

・田舎暮らしを志向する方を対象に、暮らしをベースにした仕事づくりを学ぶ場として実施。 

[プログラム日程] 6/23、7/27、7/28、9/8、10/27、12/1  [成果報告会]1/19 

（９）参 考 豊田市里山くらし体験館 管理運営 

■令和 1 年度４月より豊田市里山くらし体験館の指定管理を受託（足助支所所管）。管理者 3 名、スタッフ 9 名 

（昼間 6＋夜間 3）、繫忙期や人員不足時の夜間管理を NPO 法人みちに再委託を行い、 

運営を行う。昨年並みの利用実績（昼間 2,222 人＋宿泊 352 人）。 

また、市民農園事業やホタル観賞会など新里山耕実行員会との協働事業や管理者自主事業等で、里山の暮らし 

体験を新規の利用者や関係人口として頻繁に利用頂けるよう取り組んだ。 

（10）各専門分野の取組状況 様々な組織・企業・団体とともに課題解決の方策等について検討 

 ＊Ｈ29 から専門部会は一社おいでん・さんそんの自主事業として実施 

■移住・定住専門部会 

  〇１１/１「山村地域居住に関するアンケート」考察「わたしと家屋の将来像アンケート」評価・解析 

■地域スモールビジネス研究部会 

① 部会開催 4/23、5/21、6/19、7/16、8/26、9/26、11/5、12/9、1/23、2/20、3/24  全 11 回 

■森林部会 

○森林専門部会の開催 8 回    ○半農半林塾第 6 期 16 回 

○原木しいたけ栽培研修第１・2 期 2 回 ○原木しいたけ栽培研修第 3 期 3 回 

○「はじめての山仕事ガイドブック」出版（5/15 発売）、出版記念講演会（内山節氏 5/28） 

■次世代育成専門部会 

 〇第 5 回子育て耕縁会 4 回  〇専門部会 8 回 

〇出前講座 稲武交流館講座 12/3・山のお寺 de おしゃべり会（下山）12/12 

〇足助地区子育て支援関係機関情報交換会 11/19 

■セカンドスクール専門部会 

○セカンドスクール専門部会幹事会の開催 7 回（4～2 月） 

○セカンドスクール夏フリー版の開催 8 回 

山のこどもになる！3 日間（稲武）8/5～7（12 名）、山っ子くらぶ（旭）7/30～8/1（21 名）・8/5～7 

（29 名）の計 50 名、山のかくれがで遊べ！（旭）7/30～31（2 名）、あさひぼうけん遊び隊（旭） 

7/23～25（11 名）と 8/6～8（10 名）の計 21 名、下山 8/4～5（40 名） 合計 125 名 

○セカンドスクール学校版の開催  五ヶ丘小 9/18～19 17 名 

○セカンドスクール春フリー版 ＊新型コロナウィルスの感染拡大防止のため開催中止 

■食と農専門部会 

〇食と農専門部会 2 回 〇先進地視察「阿智村」11/5 

〇中山間地の農を考えるサミット 1/21 〇圃場見学「自然農福の力」3/5 

■ネットワーク拡大部会 

正社員 賛助会員 パートナー会員 

25 人(団体) 15 人（団体） 76 人（団体） 

 

※R2.3 末時点 

 


